
生産性向上支援訓練Ａ．バックオフィス － クラウド・ＩoＴ導入

テレワークを活用した業務効率化

・テレワークの導入効果を知りたい
・テレワークの導入事例を知りたい
・テレワーク推進の社内体制を構築したい
・テレワークの導入手順を知りたい
・失敗せずにテレワークを導入したい

・テレワークによる業務効率化について
理解する

・経営者及び労働者のテレワーク導入
による効果を理解する

・テレワークを阻む課題を理解する
・テレワーク推進に必要な社内体制を

理解する
・テレワークの導入手順を理解する
・テレワークを導入した効果や段階的推進

について理解する

　ICT（情報通信技術）を利用し、時間や場所を有効に活用でき柔軟な働き方ができるテレワークを活用
し、業務を効率的に進めるための方法と技術を習得する。

083

　中堅層

Ａ　バックオフィス
・ＩｏＴ活用によるビジネス展開
・ＩｏＴ導入に係る情報セキュリティ

Ｂ　組織マネジメント
・成果を上げる業務改善
・組織力強化のための管理

演習（例）

・テレワーク実践事例の確認
・導入目的と目指すテレワーク実施範囲

の明確化
・自社に合ったテレワークを構築する

ための環境選択

応用・実践要素
（例）

・テレワーク勤務の労働基準関係法令の適用
・テレワークに合った就業規則の作成
・テレワークに合った人事評価制度

基
本
要
素

基本項目 主な内容（例） （１）１日（６時間）コース
　３，３００円（税込）

（２）２日間（１２時間）コース
　５，５００円（税込）

・テレワークの形態及び効果
・テレワーク導入の推進体制
・テレワーク実施のための

全体方針の決定

■ テレワークの
環境構築

・ルールの整備
・ＩＣＴ環境整備
・セキュリティ対策
・情報共有ツール

■ 業務効率向上
のための
テレワークの
評価と改善

・テレワークの評価と改善
・テレワークの評価による

ＰＤＣＡサイクルの実践

■ テレワークの
効果

※ 金額は、１名あたりの受講料です。

※ ６～３０時間の間で設定可能です。

※ 基本項目は必須としますが、主な内容や演習、応用・実践要素は、ご要望に応じてカスタマイズすることが可能です。

なお、訓練時間によっては、上記の全ての内容を実施できるものではありません。

人材育成上の課題・目標 課題解決・目標達成を目指して

コースのねらい

カリキュラム（例）

関連コース

日程設定と受講料（例）

推奨対象者




